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MILK OF CALCIUM RENAL STONE IN A PATIENT WITH 
       URETERAL  TUMOR  : A CASE REPORT
Shinji Hayashi and Yoshihito Iwai
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Ryoji Yasumoto, Asai Yoshimasa and Taketoshi Kishimoto
From the Department of Urology, Osaka City University Medical School
   We report a case of milk of calcium renal stone within a calyceal diverticulum in the patient 
with left ureteral tumor. The patient was a 77-year-old-man with the chief complaint of asympto-
matic microscopic hematuria. A plain film revealed round opaque calcific densities in the left 
kidney in the supine position and a dense crecent-shaped shadow with a horizontal border in the 
upright position. An intravenous pyelograpy showed left hydronephrosis and calculi within a 
calyceal diverticulum. Computed tomography in the supine position revealed layering of the 
calcifications in cystic lesion of the left kidney accompanied by left hydronephrosis due to a soft 
mass in the left ureter and a right renal cyst. Retrograde pyelography revealed a filling defect of 
the middle portion of the left ureter. Under the diagnosis of milk of calcium renal stone and 
left ureteral tumor, left total nephroureterectomy and partial cystectomy was performed. Patholo-
gical findings indicated transitional epithelium of the diverticulum wall and grade 1 transitional cell 
carcinoma of the left ureteral tumor. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 39: 1035-1038, 1993) 
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緒 言
Milkofcalciumrenalstoneは,腎杯 憩 室 内や
拡 張 した 腎杯 内に 微 小結 石 が 多 数 存 在 し体 位 変 換 に よ
り移 動す るた め,仰 臥 位単 純 撮 影 で 類 円形 の石 灰 化 陰
影 を示 し,立 位 お よび側 臥 位 で 水 平 面 を呈 す る,い わ
ゆ るmilkofcalciumsignを有 す る腎 結石 に対 して
玉954年Howe11が命 名 した もの で あ る1).今回,尿 管
腫 瘍 を合 併 し たmilkofcalciumrenalstoneの1
例を経 験 した ので 報 告 す る.
症 例
患 老:77歳,男 性
主 訴:顕 微 鏡 的 血 尿
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DIP5分 像で は 上 腎 杯 ・中腎 杯 問 に 石 灰化 陰 影 を
認 めそ の部 位 は造 影 され な か った が,他 の部 位 に 遅 れ
て40分後 の 立 位 像 に お いて 類 円形 に 造 影 され た,い わ
ゆ る,腎 杯 憩 室 内m孟lkofcalciumrenalstoneの
所 見 で あ った.ま た,左 水 腎 水尿 管,仙 骨1岬の高 さで
stopsignを認 め た(Fig.2).
腹 部CTで は,左 腎 に10wdensityareaを認 め,
そ の底 部 に 水 平面 を有 す るhighdensityareaを,
骨 盤 部 単 純CT像 で は 左 中部 尿 管 に12xl2mmの

















った.嚢 胞状組織の内腔は移行上皮 で覆われ,腎 孟





we11Dが仰臥 位単 純 撮 影 で 類 円形 の 石 灰 化 陰 影 を 示
し,立 位 お よび 側 臥 位 で 水 平面 を 呈 す る,い わ ゆ る
milkofcalciumsignを有 す る腎 結 石 に 対 して 命 名
林,ほ か ・尿 管腫 瘍 ・Milkofcalciumrenalstone
した も の で,本 邦 で は1968年広 中 ら2)の報 告 以 来,
1986年守屋 ら3)が71例を集 計 報告 して い る.そ の 後,
わ れ わ れ の調 べ えた か ぎ りで は,現 在 ま で23例が 新 た
に報 告 され て お り自験 例 は94例目 と考 え られ る.本 症
はPomerantzら4)によ り,cystictypeとhydrone-
phrotictypeの2型に 分 類 され て い る.Cystictype
とは 正 常 の腎 機 能 で 無 症 状 に経 過 し,腎 杯 憩 室 内 に存
在 す る型 で,hydronephrotictypeとは 高 度 の 水 腎
症 で 腎 機 能障 害 を 伴 い 拡 張 し た 腎杯 内に 存 在 す る型
で,cystictypeは75例,hydroncphrotictypeは18
例 と約411の 比 率 でcystictypeが多 く報 告 され て
い る.本 症例 の場 合 は,DIPお よ び 病 理 組 織 学 的 所
見 よ り腎 杯 憩室 内結 石 でcystictyPCと考 え られ る.
本症 の発 見 年 齢 は10～70歳代 で20代～40代に多 い.性
差 に関 して は,欧 米 の報 告 では 性 差 を 認 め ず5)、本邦
で も性 差 を認 め な い.し か し,2型 に 分 け て検 討 す る
と,cystictypeでは 男 性28例,女 性47例 と女 性 は 男
性 の約1.6倍認 め た.一 方,hydronephrotictypeに
おい て は,8例 中7例 が 男性 で あ った と す るMc-
Corkellら6)の欧 米 で の報 告 と同 様,本 邦 にお い て も
18例中}2例と男 性 に 多 く認 め られ た.
腎杯 憩 室 は,過 去 には 他 に 腎 杯 嚢 胞,腎 孟 性 嚢 胞 な
どの名 称 が 使 用 され て きた が,約 半数 の症 例 が 尿路 と
の交通 性 を 認 め な い も のの,嚢 胞 壁 は全 例 移 行 上 皮 で
あ るた め 交 通 性 の有 無 とは 関 係 な く憩室 と考 え られ,
現在 では 腎杯 憩室 が 用 い られ て い る.発 生 部 位 に 関 し
て は左 右 差 は な い と され て いた が3),cystictypeに
おい て は左 側32例,右 側44例(両側発 生1例 を 含 む)と
右 側 に発 生 した ものが 多 く,最 近 の報 告7)では,女 性
の右 腎 に多 くみ られ る.ま た,欧 米 に お い て はcys-
tictypeのほ とん どが 腎 の 上半 分 で8),本邦 に お い て
も上部 に 発 生 した ものが22例(44.9%)と多 く認 め ら
れ た が,下 部 ・中 下 部 に 発 生 した もの も13例(22.6














ため尿中に化学変化を生 じ結石が形成 され るとす る
Bergの感染説10)と,腎孟腎杯憩室の交通性の途絶,
不完全閉塞により憩室内溶液が濃縮 してコロイ ド状と



















Tablel.結 石 成 分
結 石成 分 CystictypeHydronephrotictype合 計
燐酸 カル シウム
燐酸 カル シウム十荏酸カル シウム
燐酸 カル シウム+燐 酸 アンモニ ウムマ グネシウム+炭 酸 カルシウム
燐酸 アンモニ ウムマ グネシウム
荏酸 カル シウム
篠酸 カル シウム十燐酸 アンモニウムマ グネシウム
炭酸 カル シウム
燐酸 カル シウム+炭 酸 カルシウム
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